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標題（２４ポイント，センタリング，
“標題”部分に応募する写真の標題を上書きしてください）
出品者所属・氏名：セラミックス研究所・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(たなか),田中)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(けんじ),健二)
（１８ポイント，左詰，“出品者所属・氏名：”と記して続ける）

撮影者所属・氏名：セラミックス大学・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(やまだ),山田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(たろう),太郎)
（１８ポイント，左詰，“撮影者所属・氏名：”と記して続ける）

装置・撮影条件：セラ社製電子顕微鏡・5kV

（１８ポイント，左詰，“装置・撮影条件：”と記して続ける）

写真の説明（１４〜１６ポイント，左詰，文頭になにも書かずに直接内容を書く）学術的意義や技術的意義 (試料作製方法，撮影方法等について)などを含めて，写真の説明を８００字程度で書いてください．フォント、段落設定は適宜調整してください.枠はつけないでください.

＊説明資料作成のコツ

１．学術的な意義をわかりやすく書きましょう．難解すぎる専門用語を多用しては意図が伝わりません．
２．試料作製や撮影の難易度も書くと良いでしょう．
３．「この作品からどんな未来が切り拓かれるのか」を書いたりするのも良いでしょう．
写真：


・白黒・カラーは問いません． 


・組写真も可能ですが，全体でこの枠内に納まるようにしてください．


・写真内にスケールを必ず入れてください.


・枠は提出時に消去してください（枠は印刷されません）.


・背景の“透かし”は提出時に消去してください。�（ツールバー→ページレイアウト→透かし→透かしの削除）





＊作品作製のコツ


１．うまく学術性の高さを「語る」作品を作りましょう．一枚の写真で伝わりにくい場合は複数の手法や写真を組み合わせた作品を作るのも手です．


２．記号の意味をきちんと説明して丁寧な作品を作りましょう．スケールをお忘れなく．


３．モノクロでも良いですが，芸術性を上げるために少しだけ色を付けると審査員の目に留まりやすいかもしれません．





この用紙はPDFにしてお送りください。予稿集に縮小して掲載されます.（予稿集にはこのフォーマットをそのままA5縦サイズ（白黒）に縮小して掲載します．字の大きさに十分留意してください．）


※このフォーマットは四辺20mmの余白設定としています. 












